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足立区立中央図書館では
「音のゾーニング」をためしています
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これは、図書館を「しずかにすごすエリア」
と「にぎやかにできるエリア」に分けて、
その時の自分の気分にあわせて使い分けて
もらう取り組みです。
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件   名 中央図書館における音のゾーニング試行の利用者意見について 

内   容 

 

１ 実施期間 

令和８年７月２１日（火）から令和９年１月３１日（日）まで 

（夏休み開始日から約６か月間） 

 

２ 効果測定 

（１）以下を組み合わせた効果測定を実施する。 

ア アンケート方式 

イ ヒアリング方式（８月１５日から開始） 

（２）アンケートの回答方法は、オンライン申請システムによる受付フォ

ーム及び質問紙を用いる。 

（３）試行範囲の中で、エリアごとに許容の程度や満足度に差異があるか

来館者の意見から検証する。 

 

３ 利用者アンケートの結果 

（１）令和８年８月１４日時点で２０件の回答があった。回答者の年齢構成は

以下のとおり（年齢未回答を除く）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「居心地が悪かった」と回答したのは 1名のみで、残り１９名は「と

ても居心地が良い」「居心地が良い」と回答しており、現時点では概ね

良好な評価が得られている。 

 

 

10歳～15歳

(22%)

16歳～19歳

(22%)

20歳～29歳(11%)

30歳～39歳

(22%)

40歳～49歳

(6%)

50歳～59歳

(11%)

60歳～69歳

(6%)

回答者の年代別割合 



 

２ 主なご意見 

（１）好意的な意見 

ア 友人とグループ学習できるのがよかった。（１０代） 

イ このままゾーニングしていただけると、子育てしてる側としてはど

うしても話し声は避けられないし、子供の声も響いてしまうので、

安心して利用できます。（３０代） 

ウ いい取り組みだと思います。私は逆に静かすぎると自分が立てる音

が気になってしまい、音を立てないように気を使うことで集中力が

途切れてしまうので話す話さないに関わらず音があった方が本も読

みやすいと思います。（３０代） 

エ 孫を連れて行きました。孫に読み聞かせする時など大きめな声で騒

いでも、周りに気を使わずにすんで助かりました。音のゾーンを分

けるシステムはとても良いと思います。（６０代） 
 
（２）否定的な意見 

子どもや２階ティーンズの場所なら別におしゃべりしてもいいと思う

が、２階東は小説があり静かに読みたい。３階が混んでいる状況を見る

と、静かに学習したい人が多いと思う。（３０代） 

  ※ ３階の利用者数について統計をとれておらず、２階を利用していた

方が３階に移動しているかどうか、現時点では把握できていない。 

 

３ 今後の予定 

（１）現在の２階フロアは、開始前に想定したほど「にぎやかゾーン」とし

て機能していない状況のため、館内アナウンスにより周知しているが、

さらに、にぎやかさを創出するための工夫について検討する。 

（２）アンケート結果を継続的に確認し、ゾーニングの効果を検証してい

く。 
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○足立区自治基本条例 

平成16年12月17日条例第48号 

改正 

平成30年３月28日条例第３号 

足立区自治基本条例を公布する。 

足立区自治基本条例 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第４条） 

第２章 自治の基本理念（第５条） 

第３章 区政運営の基本原則（第６条） 

第４章 情報の共有（第７条・第８条） 

第５章 参画と協働・協創（第９条―第11条） 

第６章 区政運営（第12条―第18条） 

第７章 地域の個性の尊重及び区民の自主的な活動の尊重（第19条・第20条） 

第８章 国及び他の自治体との連携及び協力（第21条） 

第９章 区議会（第22条・第23条） 

第10章 条例の位置付け等（第24条―第26条） 

付則 

足立区は、四方を河川に囲まれ、水辺や緑の豊かな自然に恵まれた、古くから宿場町や農村とし

て栄えた歴史と伝統のあるまちです。ここには、人々の多様な暮らしと文化が融合し、人情味ある

庶民の生活文化が育ち、息づいています。足立区のこれまでの発展は、ここに暮らした多くの人々

の努力の成果です。 

私たちは、こうした足立らしい個性と時代の変化を踏まえ、区民であることに誇りの持てる夢の

ある魅力あふれるまちに発展させていきたいと思います。そして、私たちは、美しく快適な環境に

恵まれ、活力に満ち、薫り高い文化が育まれ、いきいきと安心して暮らせるまちを創造するために、

力を合わせていきたいと思います。 

このため、私たちは、住民自治と団体自治の原理を尊重し、「地域のことは地域住民が決定し、

決定したことには責任を負う。」ことを基本として、区民参画と協働による真の自治の確立を目指

してきました。しかし、少子高齢化に伴う急速な社会構造の変化により、区が主導してきた従来の
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協働の取組だけでは、複雑・多様化する地域課題への対応が不十分になりつつあります。そこで、

これまでの協働に加え、誇りや生きがいを持って夢や希望に向かってチャレンジする多様な主体が、

互いの個性や価値観を認めあい、ゆるやかにつながり支えあうことで、より一層力を発揮する仕組

みを「協創」と呼び、持続可能なまちを築き上げる根本と位置づけます。このことによって、私た

ちは、人権の尊重された自治の主体として地域の創造にかかわっていくことができ、自らの判断と

責任において、ともに考え行動し、私たち区民一人ひとりの幸福が実現されるものと考えます。 

このような認識により、足立区において「地方自治の本旨」を実現し、足立らしい地域社会を創

造するため、ここに、この条例を制定します。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、足立区（以下「区」という。）の自治の基本理念並びにこれを実現するため

の区政運営の基本原則及び基本的な事項を定めることにより、地方自治の本旨を実現することを

目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 区民 区内に在住、在勤又は在学する者及び区内に事務所又は事業所を有する法人その他

のものをいう。 

(２) 参画 区民が政策の立案、実施、評価及び見直しの各段階に参加し、政策の決定にかかわ

ることをいう。 

(３) 協働 区民及び区が、それぞれに果たすべき責務と役割を自覚しながら、対等の立場で相

互に補完し、協力して取り組むことをいう。 

(４) 協創 誇りや生きがいを持って夢や希望に向かってチャレンジする多様な主体が、互いの

個性や価値観を認めあい、ゆるやかにつながり支えあうことで、より一層力を発揮することが

できる仕組みをいう。 

（区民の権利及び責務） 

第３条 区民は、自治の主体として、区政運営に参画する権利並びに区が保有する情報の公開及び

提供を受ける権利を有する。 

２ 区民は、区政に参画するにあたっては、自治の主体であることを自覚し、自らの発言と行動に

責任を持たなければならない。 

３ 区民は、法律の定めるところにより納税の義務を果たすものとし、また、選挙権を有する区民
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は、その行使の機会を生かすように努めるものとする。 

（区長の責務） 

第４条 区長は、区民の信託に応え、この条例の目的を実現するため、誠実かつ公正に区政を執行

するように努めなければならない。 

第２章 自治の基本理念 

（自治の基本理念） 

第５条 区民及び区は、一人ひとりの人権が尊重され、いきいきと安心して心豊かに暮らせる活力

ある足立を、協働・協創により築くことを目指すものとする。 

第３章 区政運営の基本原則 

（区政運営の基本原則） 

第６条 区は、基本理念を実現するために、次に掲げる基本原則に基づいて区政を運営しなければ

ならない。 

(１) 区は、区民の自主性を尊重するとともに、公共的課題を解決するため、責務と役割を区民

と分担しながら、協働・協創により区政を運営するものとする。 

(２) 区は、区政に関する情報を区民と共有するものとする。 

(３) 区は、区民が区政運営に積極的に参画し、協働・協創により取り組めるように努めるもの

とする。 

(４) 区は、前３号の原則を踏まえ、総合的、計画的かつ効率的な区政運営に努めるものとする。 

第４章 情報の共有 

（情報の公開及び提供） 

第７条 区は、区政運営の公正の確保と透明性の向上を図り、参画と協働・協創による開かれた区

政を実現するため、別に条例で定めるところにより、区が保有する情報を積極的に公開し、提供

しなければならない。 

（個人情報の保護） 

第８条 区は、区民の権利及び利益が侵害されることがないように、別に条例で定めるところによ

り、個人情報を保護しなければならない。 

第５章 参画と協働・協創 

（区民参画の仕組の整備） 

第９条 区は、協働・協創による区政運営を進めるため、区民の参画を保障する仕組を整備しなけ

ればならない。 
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（区民意見表明制度(パブリックコメント)） 

第10条 区は、重要な政策及び計画の策定にあたり、事前にその案を公表し、区民が意見を述べる

機会を設け、当該意見に対する区の考え方を公表する区民意見表明制度(パブリックコメント)の

手続を実施しなければならない。 

（住民投票） 

第11条 区長は、区の存立にかかわること並びに区民の生命、身体及び財産に著しい影響があるこ

とその他の区政の重要事項について、区民の意思を直接確認する必要があると認められるときは、

住民投票を実施することができる。 

２ 前項の場合において、住民投票の実施について必要な事項は、別に条例で定める。 

第６章 区政運営 

（基本構想等） 

第12条 区は、政策の基本的方向を示す基本構想を定めるとともに、その実現を図るため基本計画

その他の計画を策定し、総合的かつ計画的な区政運営を図らなければならない。 

（効果的な区民サービスの提供） 

第13条 区は、区民要望を的確に把握し、効果的な区民サービスの提供に努めなければならない。 

（財政運営） 

第14条 区は、最少の経費で最大の効果を挙げるような財政運営を行うように努めなければならな

い。 

２ 区は、歳入歳出予算の執行状況等の財政状況を、別に条例で定めるところにより、区民にわか

りやすく公表しなければならない。 

（行政評価） 

第15条 区は、効果的かつ効率的な区政運営を推進するため、行政評価を実施し、その結果を公表

しなければならない。 

（行政手続） 

第16条 区は、行政手続に関し共通する事項について、別に条例で定めるところにより、区民の権

利及び利益の保護に努めなければならない。 

（説明責任） 

第17条 区は、区政運営における公正を確保し、透明性を向上させるため、政策及び計画の立案、

実施、評価及び見直しの各段階において、区政について区民にわかりやすく説明しなければなら

ない。 
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（区民からの意見及び要望） 

第18条 区は、区政に対する区民の信頼を確保するため、区民からの意見及び要望を迅速かつ誠実

に処理しなければならない。 

第７章 地域の個性の尊重及び区民の自主的な活動の尊重 

（地域の個性の尊重） 

第19条 区は、区内のそれぞれの地域の個性を尊重し、自主性が生かされるような区政運営に努め

るものとする。 

２ 区は、あらゆる国籍の人にとって住みやすく、異なる文化及び習慣と共生できるような、国際

社会に開かれた地域社会の発展を図るとともに、国際交流の促進に努めるものとする。 

（区民の自主的な活動の尊重） 

第20条 区民は、地域における多様なつながりを基礎とした自主的な団体、組織及び集団の役割を

認識し、これを尊重するように努めるものとする。 

第８章 国及び他の自治体との連携及び協力 

（国及び他の自治体との連携及び協力） 

第21条 区は、広域的又は共通する課題を解決するため、国、都及び他の自治体との連携及び協力

を積極的に進めるものとする。 

第９章 区議会 

（区議会の役割） 

第22条 区議会は、区民の信託に応え、区民の福祉を増進させるため、法律の定めるところにより

その権限を行使し、区民の代表としての役割を果たすものとする。 

２ 区議会は、区政運営が適切、公正かつ効率的に行われるように執行機関を監視し、けん制する

機能を果たすものとする。 

（区議会の情報の公開及び提供） 

第23条 区議会は、議会に対する区民の信頼が深められるように、別に条例で定めるところにより、

区議会に関する情報を積極的に公開し、及び提供し、開かれた議会運営に努めるものとする。 

第10章 条例の位置付け等 

（条例の位置付け） 

第24条 この条例は、区政運営の基本的な事項について定めるものであり、区が定める最高規範で

あるため、区は、他の条例、規則その他規程の制定改廃にあたっては、この条例の目的に沿って、

整合性を図らなければならない。 
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（条例の規定の見直し等） 

第25条 区は、基本理念及び基本原則その他重要な事項に変更があった場合には、この条例の規定

及び関連する諸制度の見直しその他の必要な措置を講ずるものとする。 

（委任） 

第26条 この条例の施行に関し必要な事項は、別に定める。 

付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成17年４月１日から施行する。 

（施行状況の検討） 

２ この条例の施行後５年を目途として、この条例の施行の状況について検討し、その結果に基づ

いて必要な規定の見直しを行うものとする。 

付 則（平成30年３月28日条例第３号） 

この条例は、平成30年４月１日から施行する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回足立区立図書館協議会 

他自治体における住民参加事例集 
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2025年度図書館そだて会議のご案内

「図書館そだて会議」は、図書館の活動をふりかえったり、図書館でやってみたいことを話し合ったり

する会です。どなたでもご参加いただけます。

今年は、図書館の運営指針である「真庭市図書館みらい計画」を改定する年となっており、次の 5年

間、真庭の図書館がどのようなことを大切にしていくかを話し合います。図書館をよく利用されている

方も、利用したことがない方も、近くの図書館でぜひご参加ください。

中央図書館では、「地域をつなぐ図書館」と題して、分断の進むアメリカ社会で、地域の中核として民

主主義を守ろうと奮闘している図書館について学ぶ講演会を同時開催します。どうぞご一緒ください。

¡ 開催場所と日時

※ 講演会「地域をつなぐ図書館～アメリカの闘う図書館最新事情～」

講師：豊田恭子さん(東京農業大学教授) 参加費無料

¡ 定員 20人程度

¡ 参加方法 各図書館へ来館、電話または申込みフォームより→

中央図書館

0867-44-2012

10月 18日土曜 午後3時から 5時 30分

講演会：午後3時から 4時 30分※

そだて会議：4時 30分から 5時 30分

北房図書館

0866-52-5220

10月 23日木曜 午前10時から 11時 45 分

落合図書館

0867-52-3315

10月 16日木曜 午前10時から 11時 30 分

久世図書館

0867-42-7203

10月 9日木曜 午前10時から 11時 30 分

美甘図書館

0867-56-2611

10月 17日金曜 午後3時 45分から 4時 30分

湯原図書館

0867-62-2014

10月 28日火曜 午後2時から 3時 30分

蒜山図書館

0867-66-7880

10月 24日金曜 午後2時から 3時 30分
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あなたの　　　  を

　　　　つくりませんか？

令和8年11月29日(日)まで申込締切中央図書館　窓口
オンライン申請

1期間あたり1組
※応募者多数の場合は抽選

募集人数

図書館ナビゲーターが

お手伝いします

令和9年7月31日(土)～9月29日(水)

令和9年10月1日(金)～11月29日(月)
16歳以上の
区内在住・在勤・在学の方

対　象

足立区立中央図書館　資料管理係
詳しくは裏面へ

オススメしたい本を

20冊～50冊選ぼう！

第3期 :

第4期 :

POPなどを作って

自分好みの本棚に！

中央図書館に

住所：足立区千住5-13-5

本棚
「足立ひとはこ図書館」参加者募集中

申込方法

展示期間
令和9年4月1日(木)～5月30日(日)

令和9年6月1日(火)～7月29日(木)

第1期 : 

第2期 :

令和9年度

電話：03-5813-3740

①
②
※右記二次元コードより申込可

Administrator
タイプライターテキスト
5



展示期間 初回打合せ
（予定）

本のリスト提出日
（予定） 展示作業日 撤収作業日

1
令和9年4月1日(木)

～
令和9年5月30日(日)

令和9年1月8日(金) 令和9年2月1日(月) 令和9年3月31日(水) 令和9年5月31日(月)

2
令和9年6月1日(火)

～
令和9年7月29日(木)

令和9年3月2日(火) 令和9年3月31日(水) 令和9年5月31日(月) 令和9年7月30日(金)

3
令和9年7月31日(土)

～
令和9年9月29日(水)

令和9年5月7日(金) 令和9年5月31日(月) 令和9年7月30日(金) 令和9年9月30日(木)

4
令和9年10月1日(金)

～
令和9年11月29日(月)

令和9年7月2日(金) 令和9年8月2日(月) 令和9年9月30日(木) 令和9年11月30日(火)

「足立ひとはこ図書館」活動内容
図書館ナビゲーターがサポートします

初回
打ち合わせ
テーマをもとに
選書を考える

本のリスト
提出
棚に並べる
本を選ぶ

展示作業

看板・POP
飾りなど

展示
スタート

展示撤収
作業

準備期間約2か月

活動期間
以下のいずれかの期間で活動していただきます。

※　初回打ち合わせは、中央図書館（千住5-13-5）にて対面で行います。具体的な活動内容や本の検索方法、
　　本のリスト作成・提出方法などについてご説明いたします。

※　展示作業、撤収作業は休館日に行うため変更できませんので、ご了承のうえご応募ください。

※　初回打ち合わせや本のリスト提出日は、活動開始前に改めて調整いたします。

足立区立中央図書館　資料管理係

展示期間は
約２か月間

展示期間約2か月間初回打ち合わせから3週間
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（公社）
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ことば蔵交流フロア運営会議  

参加者の募集要項 

たくさんの方に楽しんでもらえる、アイデア募集中！ 

ことば蔵では、1階交流フロアの活用を利用者の皆さんと一緒に考える交流フロア運営会議を
開催しています。交流フロアでは、市民企画のイベントを中心に年間 200 回以上もの企画を実施して

います。「私もこんなイベントで、図書館を盛り上げたい。」「地域活性化に貢献したい。」といった思い

をイベントとして実現できるかもしれません。会議で発案した企画は、参加者から出た意見やアイデア

等を取り入れ、みんなでイベントを創り上げていきます。誰でも気軽に参加できるオープンな会議で

す。毎月第一水曜日 18：30 から開催！ 

企画までの流れ 

 

 

 

企画の対象 

１． 読書、文化、歴史等に関する企画 

２． ことば蔵交流フロアで実現可能であること 

３． 市民の学習および交流のためであること 

対象施設  ことば蔵 1階交流フロア 

時   間  平日 9：30～20：00／土日、祝日：9：30～18：00 

役割分担 

 

 

 

 

 

 

・採用された企画の、広報いたみやことば蔵ホームページへの情報提供、チラシの印刷等

（チラシ作成は、指定のチラシフォームをご利用ください） 

・施設および付属設備使用料（当館備品のみ）の経費負担 

 

・企画書の作成。指定のフォーマットに企画概要をご記入の上、当館へお持ちください

➡ホームページや右のＱＲコード先にあります 

・チラシの作成 （印刷等は、ことば蔵が行います） 

・イベントの準備、設営、司会進行、撤収作業 

・経費全般のご負担 

 

 

ことば蔵 

企画者 

ことば蔵交流フロア運営会議 HP 
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≪留意事項≫イベントの企画にあたって 

・採用された企画は、企画者が主催者となり、ことば蔵との共催事業として実施します 

・図書館ことば蔵には専用の駐車場がございません。大型の荷物の搬入・搬出が必要な場合は、日時

をあらかじめご相談ください 

・図書館の立ち入り時間は、開館時間内（平日 9：30～20：00、土日・祝日 9：30～18：00）に限ります 

・企画の申し込み受付窓口はことば蔵とします。氏名、連絡先等の個人情報はことば蔵が管理し、企

画者への提供は致しません。※グループ分けのために学年の情報が必要等イベント運営上に必要な

場合は別途ご相談ください 

 

≪禁止事項≫以下のようなことはご遠慮ください 

１．営利活動、政治活動、宗教活動を主たる目的とするイベント、関係者のみのイベントでのご利用 

２．飲食物の提供 

３．事業内での不要な個人情報の取得（メールアドレス・SNS アカウントを含む） 

４．館内をご利用の皆さまに影響を及ぼすような音量、振動、臭気等を発すること 

 

ことば蔵の交流フロアは、老若男女が出入りする公共空間です。 

誰もが快適に利用できる「公園のような図書館」づくりにご協力をお願いいたします。 

お問合せ 
伊丹市立図書館ことば蔵（交流事業担当） 

電話：072-784-8170 

Fax：072-784-8169 

住所：伊丹市宮ノ前3-7-4 

休館日：月曜日 
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【令和8年4月1日付採用】
中央図書館「図書館ナビゲーター」の募集

以下の資格のいずれかを持つ方

① 司書、司書補
② 学芸員、学芸員補
③ 認証アーキビスト、
	 准認証アーキビスト、
	 デジタルアーキビスト、
	 準デジタルアーキビスト
④ 検索技術者（1級～3級）
⑤ 社会教育士
⑥ 司書教諭
⑦ 絵本専門士
⑧ 読書アドバイザー
⑨ 認定ワークショップデザイナー
⑩ 保育士
⑪ 幼稚園教諭
⑫ 教員（小・中・高）

または、以下の業務経験が、
２年以上ある方

⑬ 企画業務
⑭ 広報業務
⑮ 編集業務
⑯ 原稿執筆業務（ライター）
⑰ 映像制作業務
⑱ 書店運営業務
⑲ 図書館運営業務
⑳ 地域おこし協力隊

【業務内容】
❶	資料の収集と活用
❷	利用者支援
	  （レファレンスサービスなど）
❸	児童向けサービス
❹	広報
❺	来館者の交流を促進する
	 企画・事業
❻	新規利用者を開拓する
	 企画・事業
❼ 本と人をつなげる
	 企画・事業

近年、図書館は単なる情報の消費の場を超え、地域の活動や交流を促進する新たな場

としての役割を果たすことが求められています。

足立区では、令和6年度から「図書館サービスデザイン担当課」を新設し、既存の区立

図書館の業務の見直し及び新たな図書館サービスの企画、立案、推進と人材育成を進

めています。令和7年度には、「足立区図書館サービスデザインアクションプラン」を策定

し、区立図書館が目指す方向と5つのアクションを設定しました。令和8年度からは、この

アクションの実行が本格稼働していくとともに、令和10年度に予定している中央図書館

の部分リニューアルの準備も始動したところです。

これからの足立区立図書館は、「本を読む人も読まない人も訪れ、区民で賑わう図書館」

を目指して、「空間」「つながり」「本との出会い」の3つの視点から、新しいサービスに

取り組んでいきます。それらを担う職員は、従来の図書館業務に加えて、新しい業務

も担うことになることから、この度、新たに「図書館ナビゲーター」の職を設定すること

になりました。多様な経験やバックグラウンドから生まれる力を、図書館の運営に活

かしていただけるチームが作れることを期待しています。

新しい図書館サービスに関心のある方、地域の魅力を高めるために共に取り組んでいた

だける方のご応募をお待ちしております。私たちと一緒に、足立区立図書館の未来を

創造していきましょう。
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